
1　事業の概要

①　成果目標（H25)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

23年度

1,106,442

25年度25年度25年度25年度

・畑地かんがい施設の整備・更新　5地区

Ｈ25
H26

目標

H24末

（実績）
目標 成果 達成状況

－

〃（H24繰越分）

1,267,550

合計（A) 1,134,342

26年度

472,170 1,820,617

当初予算 759,700

補正予算 143,979 1,412,345 16,733

合計 388,550 1,996,094 877,800

388,550 877,800

228,642

県が関与

する理由

5地区 5地区 達成6地区

371ha

1,780,907

区　　分（単位：千円）

事業番号 09 05 10 事業改善シート （25年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 県営畑地帯総合土地改良事業（公共【生産基盤】）県営畑地帯総合土地改良事業（公共【生産基盤】）県営畑地帯総合土地改良事業（公共【生産基盤】）県営畑地帯総合土地改良事業（公共【生産基盤】）
担

当

課

部局 農政部

目指す姿

現状

県でなければ実施不可（その他）

県民との協働による実施： 困難

【左記の説明、根拠法令等】

国庫補助を有効活用しながら実施することが効果的である。

土地改良法、畑地帯総合整備事業実施要綱

課・室 農地整備課

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail nochi@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

1-3 夢に挑戦する農業

・農業経営の体質強化や持続的発展を図るため、野菜や果樹等の栽培に必要不可欠な畑地かんがい施設を中心とした農業生産基盤を

総合的に整備し、畑地帯における農業生産性の向上及び合理化を図る。

・昭和40年～50年に県営事業等で整備した管水路やポンプ施設等は、標準的な耐用年数を超過し老朽化が進行している。

・野菜・果樹等の品質向上、かんがい用水の安定供給を図るため、計画的な補修・更新を実施する必要がある。

2 自信と誇りを持てる信州農畜産物の生産 実施期間 S45 ～

388,550 215,187 877,800

（単位：千円）　

項目 実施方法 H25事業実績

H25 H26

（当初） （決算） （当初）

Aの

財源

3,152,065 2,225,900

概　算

人件費

10.60 9.60 8.10 8.10

-

660,915 1,330,715 1,996,094

-

33,028 514,515

畑地かんがい施設

の整備

32,141 32,981

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

・平成26年度は、畑地かんがい施設の整備・更新を行う4地区に必要な事業予算を確保し、引き続き計画的な事業執行と事業効果の早期

発現をめざす。

・県下各地のりんごやぶどう、高原地帯のレタスや平坦畑作地帯のすいかなどの品質向上や安定的な農業生産の実現のため、長野県農

業農村整備計画に基づき、計画的に畑地かんがい施設の更新・整備を進めていく。

目標に対

する成果

の状況

・老朽化した畑地かんがい施設について、計画的な施設の整備・更新を5地区で実施（うち1地区完了）し、成果目標を達成した。

 概算事業費（B（A）+C） 660,915 1,330,715 1,996,094 1,106,442

- -

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

予

算

額

前年度繰越

　その他（分担金・負担金）

直接 畑地かんがい施設の整備・更新　5地区

230,663

263,604 629,921 544,425 264,225

296,000 734,000 553,000 278,000

541,710 1,273,629 1,096,334 531,236

24年度

事業内容

県営畑地帯総合土地改良事業

成果目標の達成状況

項目

畑地かんがい施設

の整備・更新面積


